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改訂履歴

日付 バージョン 記載ページ 改訂内容

2014/4/18 V4.0 -- 初版を発行しました。

2014/5/20 V4.1 15 設定済みフィールドの表示/非表示機能に関して記述

2015/6/10 V5.0
（機能強化その1）

19 カスタムマスターの子クラスターを編集可能とする設定に関して記述

2016/1/28 V5.1
(機能強化その3）

11,12 ダイレクト検索設定説明を記述

2016/4/1 -- 8 マスター選択クラスターの対象を「画像フィールド以外のフィールド」に修正

2020/10/14 7.3.20100 22 マスターを変更しても、カスタムマスターの親子設定が削除されない条件を追記。
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カスタムマスター設定 全体の流れ

• カスタムマスターでの入力
• カスタムマスターのダウンロード
• カスタムマスター情報の更新と自動

削除

カスタムマスターでの入力

iPad アプリ

• 帳票定義内クラスターへのカスタム
マスター設定

• カスタムマスター設定したクラス
ターの親子関係の紐付け

帳票定義のクラスターとカスタム
マスターの関連付け

Designer

• カスタムマスター情報の登録と編集
• カスタムマスターの管理全般
• カスタムマスターの権限設定
• カスタムマスターのラベル設定

カスタムマスターの登録・編集

Manager

カスタムマスターを利用するには、以下の流れで設定を進めます。
本マニュアルでは、Designerでの「帳票定義のクラスターとカスタムマスターの関連付け」に関し
て説明します。
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マスター選択クラスターのカスタムマスター設定概要

ConMas ManagerConMas DB

ConMas Designer

Designerでは、Managerで予め登録しておいたカスタムマスター情報を、帳票定義内の「マスター選択」という
種別のクラスターへ割り当てていきます。「マスター選択」はカスタムマスター専用のクラスター種別となります。

カスタムマスター情報

Managerから登録したカスタム
マスター情報をサーバ―から取得

マスタ―選択クラスター

マスター選択クラスターへ割り当てるマスターテーブルの選択画面
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マスター選択クラスターの設定

マスター選択クラスターの入力パラメーター画面の「マスター選択」ボタンから、このクラスターで使用するマスターを
選択します。
「入力フィールド設定」ボタンから、このクラスターの入力値となるフィールドを選択します。

① 使用するカスタムマスターを選択

② 「マスター選択」で選択したマスターテー
ブルのフィールドの中から、このクラスター
自身が使用するフィールドを選択

ユーザーカスタムマスターを
使用するクラスターをクリック
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使用するマスターテーブルの選択

カスタムマスターのラベルツリー

ラベルツリーの開閉

選択中のラベルに属するマスター
テーブルの一覧を表示

決定
入力パラメーター画面 マスターテーブル一覧画面

いずれか１つをチェック

マスター選択クラスターの入力パラメーター画面にある「マスター選択」ボタンをクリックするとManagerにて登録し
ておいたマスターテーブルの一覧画面が起動します。
一覧画面の中からいずれか１つ、このクラスターが使用するマスターテーブルにチェックを付けて[マスター選択]ボ
タンをクリックします。

「マスター選択」ボタン
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マスター選択クラスターの入力フィールドの設定

選択したマスターに設定されている
フィールド名称の一覧

マスターの最終更新日時

入力パラメーター画面 フィールド一覧画面

いずれか１つをチェック

「入力フィールド設定」ボタン

選択しているマスターテーブル
の名称を表示

先ほど選択したマスターテーブルのフィールドの一覧画面が起動します。
フィールド一覧の内、このクラスターの入力値として使用するフィールドを１つ選択します。
画像フィールド以外のフィールドが選択対象となります。
（入力フィールドの設定を行うためには、先にマスターテーブルの選択を行う必要があります。）
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マスター選択クラスターのiPadアプリ上での操作

以上の設定を行うことで、マスター選択クラスターにマスターテーブルの情報が紐付けられます。
タブレット上ではマスター選択クラスターを以下のように操作します。

① マスター選択クラスターを
タップします。

② タブレットの表示がレコード一覧画
面に切り替わります。

レコード一覧画面

④ 使用するレコードを一覧から選択し、もう１度選択
中のレコードをタップするか、画面上部にある[OK]
ボタンをタップします。

③ 今回の例では、マスター選択クラスターで使用する
フィールドに「バリュー」を設定していますので、選択
したレコードの「バリュー」フィールドの値がクラスター
に入力されます。

⑤ マスター選択クラスターに
選択したレコードの値が
入力されます。

Designerの入力パラメーター画面の設定例
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キーボード入力の設定

マスター選択クラスターの入力パラメーター画面にて、「キーボードで入力可能にする」にチェックを入れておくと、
使用したいデータがマスターのレコード一覧上に無い場合に、キーボードからクラスターへ値を直接入力できます。

Designer：入力パラメーター画面

「キーボードで入力可能にする」にチェック
を入れる事で、タブレット上でキーボード
入力が可能になります。

タブレット上での操作

タブレット上では、レコード一覧画面の上部に「キー
ボード」ボタンが表示されます。
これをタップする事で、レコードに無い値をキーボー
ドで入力する事ができます。
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ダイレクト検索の設定

マスター選択クラスターの入力パラメーター画面にて、「キーボードで入力による検索を行う」に
チェックを入れると、直接マスター選択クラスターにキーボード入力 または 外付けバーコードリーダーなどで検索
値を入力できます。

入力パラメーター画面 タブレット上での操作

マスター選択タップで、キーボード入力可能に
なります。
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ダイレクト検索設定の一括設定

「キーボード入力による検索を行う」設定はクラスターを範囲選択することで一括設定できます。

一括で設定したいクラスターをドラッグして選択

右クリック

以下のどちらかをクリックして一括設定
・キーボード入力する
・キーボード入力しない
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マスター選択クラスターとの親子関係の設定概要

子

親

マスター選択クラスターで選択したレコードの各フィールドの値を、別の各クラスターへ自動入力する事ができます。
そのためには、「マスター選択」クラスターを親とし、展開先の各クラスターを子とした、親子関係をDesigner上で
予め設定します。
なお、カスタムマスターの親子設定で親となれるクラスター種別は「マスター選択」のみです。

Designer上で行うカスタムマスター親子関係設定 iPad上でのカスタムマスターの自動データ入力

① 親となるマスター選択
クラスターをタップ

② マスターのレコード一覧から使用
するデータレコードを選択

③ 選択したレコード情報が親、
子クラスターに入力されます



© CIMTOPS Corporation. 14

マスター選択クラスターとの親子関係の設定

Designer 編集画面のクラスターモードの中から 「カスタムマスター設定」ボタンをクリックし、カスタムマスター設定
モードにします。
カスタムマスター設定モードでは、「マスター選択」クラスターのみが、緑色で表示されます。

「カスタムマスター設定」ボタン

カスタムマスター設定モード中はマスター選択クラス
ターが緑色で表示されます。
カスタムマスターの親子関係において、親になれるク
ラスターのみが緑色で表示されます。

カスタムマスターモードでは、グリッドの表示が
「カスタムマスター設定 一覧」に変わります。
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マスター選択クラスター：親の設定

最初にマスター選択クラスターの中から、親にするマスター選択クラスターをクリックして選択します。
（「マスター選択」クラスターは、使用するマスターテーブルを予め設定しておく必要があります。）
また、もう一度同じクラスターをクリックすると、選択状態を解除する事ができます。

親にしたいマスター選択クラスターを
クリックして選択します。

もう一度クリックすると選択が解除されます。

選択状態のクラスターの右下にはこのクラ
スターに設定されているカスタムマスターの
フィールド名称が表示されます。
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子クラスターの設定

親クラスターを選択した後、それ以降から選択したクラスターは、その親の子クラスターとして順次、登録されていき
ます。（親を変えたい場合は親を選択し直します。）
子クラスターを選択した時点で、マスターテーブルのフィールド一覧画面が起動しますので、選択した子クラスターに
入力値として入れたいフィールドを画面から１つ選択します。（この時、親クラスターで既に設定したフィールドは
一覧画面に表示されません）子クラスターになると、青色で表示されます。

① 子として設定したいクラスターを
クリックします。

② 子クラスターに設定したいフィール
ドにチェックを入れます。

③ [OK]をクリックします。

④ 親子関係が設定され、子クラスター
が青色で表示されます。

親クラスターと同様に、子クラスター
の右下にも設定されたフィールド名
称が表示されます。

フィールド一覧画面
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設定済みフィールドの表示/非表示

フィールド一覧画面下部にある「設定済みのフィールドを非表示」というチェックボックスをon/offする事で、既に別
のクラスターで設定したフィールドを表示/非表示にする事ができます。

フィールド一覧画面 フィールド一覧画面

「設定済みのフィールドを非表示」にチェックを付けない場合 「設定済みのフィールドを非表示」にチェックを付けた場合

全てのフィールドが表示され選択
可能となります。

既に設定済みのフィールドは非表
示となり、選択できません。
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子クラスターとして登録可能なクラスター種別

子クラスターとして設定可能なクラスター種別は以下の６つです。
子クラスターのクラスター種別の型と同じフィールドのみが選択が可能となり一覧に表示されます。

図の場合、クラスター種別が「キーボードテキスト」
のため、型が「text」のフィールドのみが一覧画面
に表示されます。

フィールド型 クラスター種別

text キーボードテキスト、手書きデジタル

numeric 数値、時間数

date 年月日、カレンダー年月日

time 時刻

bool チェック

image フリードロー、画像、手書きフリーメモ
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カスタムマスター親子設定のクラスター表示色

カスタムマスター設定モード中は、親子設定されたクラスターの親クラスターは赤色、子クラスターは
青色で表示されます。

親クラスターは赤色

子クラスターは青色

親子設定されていないマスター
選択クラスターは緑色

カスタムマスター設定モード

また、親子関係が設定されたクラスター（親でも子でも可）を選択すると、選択した親子クラスター
の表示色が濃くなり強調表示されます。

カスタムマスターの親子設定が１シート内に２
組以上ある場合でも、クラスター色が濃くなり強
調表示されるため、現在選択しているカスタム
マスターの親子の組が分かります。

選択していない親子設定され
たクラスターの表示色は薄いま
まです。
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カスタムマスターの親子関係の設定 削除と編集

カスタムマスターの親子関係の設定は、「カスタムマスター設定 一覧」に追加されていきます。

親子関係の設定を削除したい場合は、削除したい親子設定を一覧から選択（複数可）した状態
で右クリックメニューから「カスタムマスターの親子設定の削除」を実行します。

各子クラスターに指定したフィールド設定を変更したい場合、対象の親子設定をグリッドの一覧から
選択し、右クリックメニューから「カスタムマスターの子フィールド設定」を実行します。
子クラスターを設定した際に表示されたフィールド一覧画面が再び起動しますので、使用したい
フィールドを選択し直してください。
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カスタムマスターの子クラスターを編集可能とする設定

マスター選択クラスターの入力パラメーター「子クラスターの編集」の「編集可能にする」にチェックを
入れると、カスタムマスターから入力された子クラスターの値を編集できるようになります。
（※Designer 5.0.5492以上で利用できます）

「子クラスターの編集」の「編集可能にする」にチェック

「編集可能にする」にチェックを入れた場合

「編集可能にする」にチェックを入れない場合

レコード選択後、入力された子クラスターの値を編集できます。

レコード選択後、入力された子クラスターの値は編集できません。
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親クラスターのカスタムマスター設定変更(1/2)

親子関係が設定されている親クラスターのカスタムマスター設定を変更した場合、関連する親子関
係の設定が削除されます。

親クラスターの「マスター選択」を変更した場合
このクラスターを親としていた子クラスターとの親子関係がすべて削除されます。

「マスター選択」を変更した場合

親クラスターの入力パラメーター

(Designer 7.3.20100より)
変更前のマスターと変更後のマスターの、フィールド数とフィールドの型が一致している場合のみ、
マスターを変更しても、カスタムマスターの親子設定は削除されません。
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親クラスターのカスタムマスター設定変更(2/2)

親クラスターの「入力フィールド設定」を変更した場合
変更後のフィールドと同一のフィールドを設定している子クラスターとの親子関係のみ削除されます。

「入力フィールド設定」を変更した場合

親クラスターの入力パラメーター
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カスタムマスター親子設定のコピー＆ペースト

表形式の帳票など、帳票レイアウトによってはカスタムマスターの親子関係を表の行数分、繰り返し
設定しなければならない場合があります。この場合、カスタムマスター設定モード中にカスタムマスター
の親子設定をコピー＆ペーストできます。

① 一列分のカスタムマスターの親子設定をこ
れまでの手順通りに設定します。

② 設定したカスタムマスターの親子の内、いずれかのクラスター
をクリックして選択状態にします。（選択状態のクラスター
の色が濃くなり強調表示されます）
この状態で右クリックメニューを出します。
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カスタムマスター親子設定のコピー＆ペースト

③ 右クリックメニューから「カスタムマスター設定
コピー」を実行します。

④ カスタムマスター設定モードのままで、マウス
をドラッグし、親子設定をペーストしたいクラ
スターをすべて囲み、複数選択します。
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カスタムマスター親子設定のコピー＆ペースト

⑤ クラスターが複数選択された状態で右クリック
メニューを表示し、「カスタムマスター設定ペー
スト」を実行します。

⑥ コピーしたカスタムマスター親子設定
が、選択したクラスターにペーストされ
ます。
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カスタムマスター親子設定のコピー＆ペーストの条件

カスタムマスター親子設定のコピー＆ペースト機能を使用するためには以下の条件を満たしている
必要があります。条件を満たさない場合は正常なコピー＆ペーストが出来ませんのでご注意下さい。

コピーするグループ

ペーストされるグループ

クラスター名称と
クラスター種別が
それぞれ一致

コピーするグループと、ペーストされるグループとで、それぞれ対応するクラスター同士のクラス
ター名称とクラスター種別が完全一致している必要があります。
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